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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文の内容（構成）は次の通りである。 
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III ジトヴァトロク条約とハンガリー貴族――オスマン帝国とハプスブルク
帝国の 1606 年の和平条約―― 
IV オスマン帝国の捕虜ハンガリー貴族ワタイ・フェレンツの覚え書きと彼
の解放に関する 2 通の手紙 
V オスマン帝国とハプスブルク帝国間の 1615 年ウィーン条約締結の背景 
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VII 史料 
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おわりに 
年表・地図・参考文献・論文初出一覧 
 
 ジトヴァトロク条約（1606 年）は、オスマン帝国（1299-1922 年）とハプス
ブルク帝国がハンガリーを主戦場として戦ったいわゆる「長期戦争」（1591 ない
し 93-1606 年）を終結させるべく両帝国間で締結された条約であり、オスマン
帝国によるハンガリー支配の歴史において極めて重要な意味を持つ。当時オス
マン帝国領ハンガリーのブダ州行政長官であったアリ・パシャは、オスマン帝
国側の代表者として本条約の締結会議に参加し条約文書に署名した。アリ・パ
シャは 1602 年にブダ州行政長官に着任して以来戦争終結に向けて努力しており、
また条約締結後もハンガリーにあってハプスブルク帝国と対峙する辺境（最前
線）の責任者として条約の実施、運営あるいは更新に当たった。この間の事情
を具体的に伝える史料がアリ・パシャがハプスブルク帝国関係者やハンガリー
貴族らと交わした多数の書簡である（本論文 VI）。 
 ジトヴァトロク条約及びその更新条約については比較的早くから研究者の注
目するところであったが、予備的段階も含めた交渉過程の解明や条約内容の検
討、実施・運営の実態などに関する詳細な研究は、ハンガリー本国をはじめと
する欧米諸国、あるいはオスマン帝国の後継国家と言うべきトルコ共和国にお
いても必ずしも十分には行われていない。本論文は、重要な史料でありながら
従来十全に活用されることのなかった上述のアリ・パシャの書簡を活用しつつ
この課題に取り組むものである。以下、各章の概要を示す。 
 
I：オスマン帝国辺境のブダのパシャ――カディザーデ・アリ 
アリ・パシャが 1602 年にスルタン・メフメト 3 世によってブダ州（ハンガリ
ー）行政長官に任命されてから 1616 年に死去するまでの彼の事績を扱う。即ち、
オスマン帝国とハプスブルク帝国との間でハンガリーを戦場として戦われた、
いわゆる「長期戦争」が膠着状態に陥っていた時、アリ・パシャがジトヴァト
ロク条約の締結及び締結後の条約の維持と更新のためにどのように行動したか
を、アリ・パシャと内外の関係者の間で交わされた書簡類によりつつ考察する。
アリ・パシャがイスタンブルのオスマン政庁から遠く離れたブダ州においてオ
スマン帝国の有能な外交官として平和の維持に心を砕くとともに、管轄域にお
いて領民に対して公正な統治を実行した人物であったことを明らかにしている。 
 
II：1568 年エディルネ条約に至る和平交渉合意文書翻訳――ハンガリーをめぐ
るオスマン帝国とハプスブルク帝国 
オスマン帝国が 1526 年にモハチの戦いに勝利し、さらに 1541 年にハンガリ
ー中央部に直轄州であるブダ州を設置すると、オスマン帝国とハプスブルク帝
国はハンガリーを巡って利害が対立し両帝国の関係は複雑化する。両者の対立
は、オスマン帝国のスルタン・スレイマン 1 世の最後のハンガリー遠征（1566
年）に繋がる。この戦争を終結させるために 1568 年にエディルネ条約が締結さ
れる。この和平条約締結に至る歴史的な経緯を跡付けたうえで、条約内容に直
接つながると思われる両帝国の合意文書を取り上げ、ハンガリー語訳文をもと
にその内容を日本語に全訳する。これにより、この和平条約がのちのジトヴァ
トロク条約に繋がる重要な内容を含んでいることを明らかにしている。 
 
III：ジトヴァトロク条約とハンガリー貴族――オスマン帝国とハプスブルク帝
国の 1606 年の和平条約 
膠着状態に陥っていた「長期戦争」が和平へと動き出す契機となったのは、
元トランシルヴァニア顧問官ボチカイ・イシュトヴァーンによる対ハプスブル
ク反乱であった。ハンガリー貴族もこれに呼応し、反乱は成功する。オスマン
帝国はこの反乱を支援し、防衛上重要な城塞でありながら「長期戦争」中にハ
プスブルク側に占領されていたエステルゴムを 1605 年に奪還することが出来た。
これによりオスマン帝国とハプスブルク帝国の間で和平への動きが活発になっ
たのであり、また和平条約の内容そのものにもハンガリー貴族やボチカイらの
利害が反映されている。本章はハプスブルク帝国とオスマン帝国がハンガリー
をめぐってジトヴァトロク条約を結ぶに当たり、ハンガリー貴族の思惑及びボ
チカイに代表されるトランシルヴァニア在地の勢力の動向が大きな意味を持っ
たことを具体的に明らかにしている。 
 
IV：オスマン帝国の捕虜ハンガリー貴族ワタイ・フェレンツの覚書と彼の解放
に関する 2 通の手紙 
ハンガリーの中流貴族の家に生まれ、セーケシュフェヘールヴァール城塞副
軍司令官の任にあったワタイ・フェレンツは、「長期戦争」中の 1602 年にオス
マン帝国軍の攻撃を受けて捕虜となった。幾度も逃亡を試みるが果たせず、1603
年 10 月以降イスタンブルのイェディクレに幽閉され、1606 年にようやく解放さ
れる。幽閉中に彼が書き残した覚書は彼の捕虜としての境遇を生々しく語って
おり、「長期戦争」の実態を伝える貴重な史料となっている。またハンガリー貴
族バッチャーニィ・フェレンツが彼の解放をブダ州行政長官アリ・パシャへ依
頼しアリ・パシャがこれに応えていることを示す 2 通の手紙も別途伝わってい
る。本章はこれら 3 件の文書を日本語訳し、当時の戦時捕虜の実態、その捕虜
の処遇をめぐるアリ・パシャら現地の有力者の交渉の様を明らかにしている。 
 
V：オスマン帝国とハプスブルク帝国間の 1615 年ウィーン条約締結の背景 
ジトヴァトロク条約の更新条約である 1615 年ウィーン条約は、オスマン帝国
が使節団をウィーンへと派遣し、その地でハプスブルク帝国代表者と条約交渉
会議を行い、締結されたものである。オスマン帝国が、その条約交渉使節団を
中立地帯ではなく、ハプスブルク帝国の都であるウィーンへと派遣したことは
前例のないことであり、オスマン帝国の勢威の相対的な低下を物語ることであ
った。本章は、このウィーン条約の成立過程をつぶさに追い、その過程におい
てブダ州行政長官アリ・パシャが、ハンガリー辺境安定のために、注意深くし
かし積極的に条約締結に向けて行動したことを、彼の書簡を検討することによ
って明らかにしている。 
 
VI：ブダのアリ・パシャのハンガリー語の書簡類 1604 年－1616 年 
Gustav Bayerle, The Hungarian Letters of Ali Pasha of Buda 1604-1616, Budapest 
1991 所収の書簡類 209 通の日本語全訳を示す。ブダの行政長官を務めたアリ・
パシャがハプスブルク帝国関係者やハンガリー貴族へ宛てた書簡類（ハンガリ
ー語）が収録されている。これらの書簡は 16 世紀から 17 世紀に至る時期のオ
スマン帝国によるハンガリー支配の実態を解明するためには欠くことのできな
い貴重な史料である。とりわけ、これらの書簡はオスマン帝国とハプスブルク
帝国が和平交渉を試みようとする姿とその和平の維持に働く様を具体的に語っ
ており、ハンガリーをめぐる両帝国の複雑な関係を考察する上で極めて有用な
史料である。困難の多い翻訳作業に取り組んだ労を多とせねばならない。 
 
VII：史料 
アリ・パシャの書簡類と II で扱われたエディルネ条約関連史料を除く条約・
文書類の日本語訳を収める。いずれもオスマン帝国のハンガリー支配の具体的
姿を知るうえで重要な史料である。内容は次の通り。①1606 年のジトヴァトロ
ク条約のオスマン版文書とハプスブルク版文書、②ジトヴァトロク条約確認の
ための 1608 年 6 月のエールシェクウーイヴァール協定、③1608 年 10 月のジト
ヴァトロク条約に関してハプスブルク帝国へ発したオスマン帝国スルタンの勅
令、④ジトヴァトロク条約の更新条約である 1615 年のウィーン条約、⑤1616
年のウィーン条約修正文書 
 
一連の考察に基づき、結論として概ね次のように述べられる。 
ジトヴァトロク条約が締結・更新されていた 17 世紀前半の時期は、オスマン
帝国とハプスブルク帝国がハンガリーにおいて直接戦火を交えることない平和
の時期であった。両帝国はともに「長期戦争」の終結を望み、妥協をはかるべ
く 1606 年ジトヴァトロクの地においてそれぞれ内容の異なる条約文書に署名・
捺印した。両条約文書に見られる相違は、その後の条約更新に際して修正が施
されており、両帝国は会談や書簡の遣り取りなど平和的な交渉を通じて相互理
解を深めることによって直接の戦争を避けることができたのである。ジトヴァ
トロク条約こそが、オスマン帝国によるハンガリー支配中期の約 50 年間、概ね
平和な時期を実現せしめたと言える。この条約の締結に尽力し 1615 年にその更
新条約であるウィーン条約の締結にも積極的に関わった人物がオスマン帝国辺
境ブダ州の行政長官アリ・パシャであった。彼の「書簡外交」ともいえる外交
交渉の過程からは、オスマン帝国のハンガリー経営の安定と、両帝国の狭間で
苦しむ領民の安寧に腐心する姿が浮かび上がる。アリ・パシャは、オスマン帝
国とハプスブルク帝国のハンガリーに関わる利害の調整に努力し両帝国のハン
ガリー経営を安定に導いた中心的人物と位置づけられる。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
従来必ずしも十分に光が当てられていなかったオスマン帝国のハンガリー支
配の実際とジトヴァトロク条約及びその更新条約の意義について、本論文は諸
史料とともにオスマン帝国側の地方統治官であったアリ・パシャの書簡を活用
することによって明らかにしようとするものであり、各論考及び書簡集他の日
本語訳史料により筆者の意図は達成されている。本論文は、16 世紀後半から 17
世紀前半にいたる時期のオスマン帝国によるハンガリー経営の実相を明らかに
する意義深い研究であると言えよう。とりわけ、アリ・パシャの書簡の史料的
価値を見抜き、その日本語訳注を基盤にしつつ詳細かつ具体的に議論を展開し
ている点は本論文の大きな美点と言うべきであろう。 
 
貴重な史料を提示しつつ丁寧に考察を重ねる優れた論文であるが、次の通り
あえて苦言を呈する。 
(1) I から V までの論考により、1600 年前後の数十年間におけるオスマン帝国
によるハンガリー支配の状況は明らかになったが、それ以前、あるいはそれ以
後の時期、すなわちハンガリー支配の開始期及び終焉期との関連性については
ごく概説的に述べられるのみであり、それゆえ、考察の対象となった時期の歴
史的重要性がやや伝わりにくい憾みがある。前後の時期についても論考が用意
され専門的な考察が加えられていれば、本論文の主旨はより明瞭に浮かび上が
ったことであろう。 
(2) 本論文においてはオスマン帝国、ハプスブルク帝国、ハンガリー三者が考
察の中心に置かれているが、当時のハンガリーはポーランドと政治的関係が深
く、その意味ではポーランドの情勢との関わりも考慮した、より広い視野での
考察を加えることが望ましいと思われる。 
(3) VI のアリ・パシャ関連書簡の日本語全訳は本論文を支える労作であり、209
件に及ぶ多数のハンガリー語書簡の翻訳という困難な作業を地道な努力によっ
て成し遂げた労を多としたい。ただ、史料の性格とその価値に鑑みて、解説及
び註釈は簡略に過ぎるように思われる。特に註釈は史料翻訳の命とも言えるも
のであり、当該史料の利用価値を大きく左右する。今後より詳細な分析・調査
を行い、訳注として充実させることが望ましい。 
(4) アリ・パシャ関連書簡をさらに活用すれば、本論文において概括的に言及
されるに止まっているいくつかの重要な論点を具体的に検証できたように思わ
れる。たとえば、ジトヴァトロク条約によりオスマン帝国の衰退の兆候が明ら
かになったとするトルコ人研究者イナルジクの主張や、オスマン帝国のハンガ
リー支配が面（領域的）ではなく点（城砦とその周辺）の支配であったという
見解の検証である。またこれらの点に限らず、アリ・パシャ関連書簡を用いる
ことによって、当時のハンガリー民衆の生活実態の解明など、研究の新たな視
野を切り開くことも可能であったであろう。その意味で本論文はアリ・パシャ
関連書簡の史料としての潜在的資質をいまだ十二分に活用しきっているとは言
えない。しかし、今後の研究の課題と展開の方向が本論文によって明らかにな
ったとも言えるのであり、研究の一層の発展に期待したい。 
 
以上のような点を指摘できるが、しかしこれらは本論文の独創的な着眼や堅
実な研究手法の意義をいささかも減ずるものではない。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
